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地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

○

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

地
方
自
治
法
施
行
令
目
次

地
方
自
治
法
施
行
令
目
次

第
一
編

（
略
）

第
一
編

（
略
）

第
二
編

普
通
地
方
公
共
団
体

第
二
編

普
通
地
方
公
共
団
体

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
八
章

国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る
国
と
普
通
地
方

公
共
団
体
と
の
関
係
等
の
特
例

第
九
章

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

第
八
章

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

第
一
節
～
第
四
節

（
略
）

第
一
節
～
第
四
節

（
略
）

第
十
章

恩
給
並
び
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の

第
九
章

恩
給
並
び
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の

基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算

基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算

第
十
一
章

補
則

第
十
章

補
則

第
三
編
・
第
四
編

（
略
）

第
三
編
・
第
四
編

（
略
）

附
則

附
則

第
二
編

普
通
地
方
公
共
団
体

第
二
編

普
通
地
方
公
共
団
体

第
八
章

国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る
国
と
普
通

（
新
設
）
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地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
等
の
特
例

（
事
務
処
理
の
調
整
の
指
示
の
対
象
と
な
る
事
務
）

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
四
第

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十

削
除

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令

に
よ
り
一
部
の
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
と
す
る
。

第
九
章

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

第
八
章

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

第
十
章

恩
給
並
び
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時

第
九
章

恩
給
並
び
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時

金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算

金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算

第
十
一
章

補
則

第
十
章

補
則

第
百
七
十
九
条
の
二

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
四
十
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

（
新
設
）

随
意
契
約
は
、
指
定
都
市
の
締
結
す
る
同
項
の
委
託
に
係
る
契
約
が
地
方
公
共
団
体

の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
令

第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。


	○　地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）（抄）

